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平成30年第３回尾張北部環境組合議会全員協議会 

 

 

開催日時  平成30年10月24日（水曜日） 午前10時45分から午前11時02分まで 

 

報告事項 

 １ 新ごみ処理施設エリアについて 

 ２ 墓地移転説明会及び同意取得状況について 

その他事項 

 １ ごみ処理方式検討の状況について 

 ２ 地権者説明会質疑応答等の要旨の資料提供について 

──────────────────────────────────────────────── 

出席議員（12名） 
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  第５番      鈴木  貢 君      第６番      伊神 克寿 君 

  第７番      倉知 敏美 君      第８番      齊木 一三 君 

  第９番      大竹 伸一 君      第10番      髙木 義道 君 

  第11番      千田 利明 君      第12番      和田 佳活 君 

──────────────────────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した職員の職・氏名 

  書 記 長  松山 和巳 君      書 記  髙田 達也 君 
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説明のため出席した者の職・氏名 
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  総 務 課 主 事  後藤 紀彦 君 
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議事の経過 

（午前10時45分 開会）  

事項 内容 意見等 

報告事項１ 

新ごみ処理施

設エリアにつ

いて 

・新ごみ処理施設建設エリアに係る東西

エリアとの境界ラインについては、平

成29年11月２日の組合議会全員協議会

でお示しをさせていただき、御了解を

いただいたところである。その後、関

係機関との協議、墓地移転についての

関係者の御意見等を踏まえて、この度

新ごみ処理施設エリアについての変更

をお願いするものである。 

 

・北側部分について、宮田導水路がある

ため、緑地帯等としての上部利用を想

定していたが、プラントメーカーへヒ

アリングしたところ、宮田導水路部分

を除いたとしても緑地帯の配置や施設

の配置は可能であるとの回答を得られ

たことから、今回除外をお願いするも

のである。なお、これにより減少する

面積は約2,000平米である。 

 

・西側部分については、平成29年11月２

日の組合議会全員協議会において、分

筆を前提に直線を基調としたラインと

させていただいていた。今年度測量業

務を進めていく中で、各地権者に対し

測量の御協力をお願いしているところ

であるが、現在、該当土地の分筆にか

かわる地権者の方の理解を得られてい

ない。現状どおり分筆を前提に用地を

特になし。 
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取得するとした場合に、来年度以降に

行う予定の土地買収を初め全体のスケ

ジュールに支障が出てくると想定され

るので、再度分筆を前提としない形で

の用地取得が行えるように変更をお願

いするものである。なお、これにより

増加する面積は約100平米である。 

 

・東側部分については、中央エリア内に

ある中般若北極楽墓地の移転先につい

て、現在の場所から、中央エリア以外

の近接地であることを条件として検討

をした結果、東側エリアの事業者であ

る木曽川上流河川事務所と協議を行

い、現在の墓地と同面積を確保した場

所となる。今年度、墓地の移転に関し

て、関係者の把握のための訪問調査な

どを行っている。この際の御意見等を

踏まえ、９月９日に開催した墓地移転

説明会において、組合の素案として北

極楽墓地の付近に史跡碑を建立してい

くことを提案した。その場合には、今

後ごみ処理施設の整備に当たり一体と

して活用していくことも可能であると

考えられるため、このたび変更をお願

いするものである。なお、これにより

増加する面積は約370平米である。 

 

・変更後のごみ処理施設エリアの全体面

積としては、もとの約3.2ヘクタールか

ら約３ヘクタールとなる。 
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報告事項２ 

墓地移転説明

会及び同意取

得状況につい

て 

・９月９日日曜日午前10時から江南市の

中般若会館において、現在の中般若北

極楽墓地埋葬者の御親族の方を対象と

した墓地移転説明会を開催した。当日

は、資料No.2の④説明事項にあるよう

に、中般若北極楽墓地の概要、墓地移

転の必要性、妥当性などを丁寧に説明

した後、御協力をお願いした。 

 

・当日いただいた主な御質問、御意見に

ついては、「移転に係る費用は親族の

負担にならないようにしてほしい」、

「改葬するに当たっては、工事がずさ

んにならないように監理をしっかりと

してほしい」、「親族が希望する場合

は、分骨をしてほしい」などである。 

 

・墓地移転に係る同意書の提出について

は、今回の説明会の中で御協力をお願

いしている。資料No.2には10月４日現

在の取得状況を表示しているが、昨日

まででこの45世帯中42世帯の方から御

提出いただいており、残りあと３世帯

という状況である。未提出者について

は、組合事務局にて御自宅の訪問など

により御理解を求め、御協力をお願い

している。 

 

特になし。 

その他事項１ 

ごみ処理方式

検討の状況に

ついて 

・ごみ処理方式検討委員会については、

第２回を８月16日に開催し、処理方式

の評価項目や評価方法の検討を行って

いる。 

・ごみ処理方式等検討支援業務委託

の入札が５月11日に実行されて㈱

エックス都市研究所が落札してい

るが、実際ごみ処理施設に対して
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・評価について、主な項目として環境の

保全性ということで排ガス量やＣＯ２

などの温室効果ガスへの負荷、ごみ処

理システムの安定性ということでごみ

処理に伴い発生する焼却灰や溶融スラ

グ等の受け入れ先の確保の可能性を評

価し、全国的に最も実績があるストー

カ方式を基準に他の方式の相対評価を

行うこととなっている。 

 

・現在はメーカーヒアリングの結果等を

整理し、検討を進めているという状況

にある。 

 

色々な知見が深いと判断している

か。（10番 髙木義道君） 

→そのとおりである。 

（事務局長 武馬健之君） 

 

その他事項２ 

地権者説明会

質疑応答等の

要旨の資料提

供について 

 

・７月の全員協議会において、組合議員

から情報提供のお話があったので、資

料を配付させていただく。 

 

特になし。 

その他事項 ・本日、先ほどの定例会において、議員

派遣の件が議決された。これにより、

組合事務局で行政視察に向けた準備を

進めていく。 

 

特になし。 

（午前11時02分 閉会）  


